
　

〔
自
動
詞
・
他
動
詞
〕
次
の
文
か
ら
動
詞
を
抜
き
出
し
、

自
動
詞
は
ア
、
他
動
詞
は
イ
と
書
き
な
さ
い
。

 

各
完
答　

５
点
×
５

①　

友
達
が
ハ
ン
カ
チ
を
落
と
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②　

友
達
の
ハ
ン
カ
チ
が
落
ち
る
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③　

美
し
い
花
を
室
内
に
飾
る
つ
も
り
で
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

④　

ろ
う
そ
く
の
火
が
消
え
る
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑤　

昼
休
み
に
音
楽
を
流
す
。

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

〔
可
能
動
詞
〕　
　

線
の
動
詞
の
う
ち
、
可
能
動
詞
に

な
る
も
の
は
書
き
換か

え
、
可
能
動
詞
に
な
ら
な
い
も
の

に
は　

を
書
き
な
さ
い
。 

５
点
×
４

①　

飲
み
物
を
買
う
。 

　
　
　
　
　
　
　

②　

ま
じ
め
に
働
く
。 

　
　
　
　
　
　
　

③　

言
い
方
を
変
え
る
。 

　
　
　
　
　
　
　

④　

子
ど
も
が
外
で
遊
ぶ
。 

　
　
　
　
　
　
　

　

〔
補
助
動
詞
〕
次
の
文
か
ら
補
助
動
詞
（
形
式
動
詞
）

を
三
つ
抜
き
出
し
な
さ
い
。 

５
点
×
３

初
め
て
出
会
う
料
理
を
食
べ
て
み
る
こ
と
に
は
少
々

勇
気
が
い
る
。
食
は
、
文
化
に
深
く
結
び
つ
い
て
い
る

も
の
で
、
地
域
に
よ
っ
て
大
き
く
変
わ
っ
て
く
る
も
の

だ
か
ら
だ
。

　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

　

1

・・・・・
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〔
動
詞
〕
次
の
文
章
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え

な
さ
い
。 

⑴
各
完
答　

５
点
×
８

⑴　
　
　

線
①
〜
③
の
動
詞
の
活
用
の
種
類
と
活
用
形
を

答
え
な
さ
い
。

①
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

⑵　
　
　

線
①
〜
③
の
動
詞
は
ア
自
動
詞
、
イ
他
動
詞
の

ど
ち
ら
で
す
か
。
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

①
　
　
　
　

②
　
　
　
　

③
　
　
　

⑶　

文
章
中
か
ら
ア
可
能
動
詞
と
イ
補
助
動
詞
を
、
そ
の

ま
ま
一
つ
ず
つ
抜
き
出
し
な
さ
い
。

 
 

ア
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

イ
　
　
　
　
　
　
　
　

4　

私
が
、
中
学
二
年
生
で
こ
の
ク
ラ
ス
の
一
員
と

な
っ
て
、
も
う
半
年
以
上
が
過
ぎ
た
。
こ
の
半
年
の

間
に
、
ク
ラ
ス
の
友
達
と
の
交
流
が
増
え
て
、
学
校

生
活
は
充じ

ゅ
う

実じ
つ

し
て
き
た
。
春
先
に
行
わ
れ
た
ク
ラ
ス

対た
い

抗こ
う

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
お
か
げ
で
、
そ
れ
ま
で

音
楽
に
興
味
の
な
か
っ
た
私
は
、
歌
を
歌
う
楽
し
さ

を
知
る
こ
と
と
な
っ
た
。
四
月
当
初
、
顔
見
知
り
の

二
、
三
人
と
し
か
話
せ
な
か
っ
た
私
だ
が
、
今
は
ク

ラ
ス
の
だ
れ
と
で
も
気
軽
に
会
話
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

①

②

③

・・・

名　前

／100点

文
法
テ
ス
ト

年　
　
　

組　
　
　

番

秀
学
社
版

８ 
活
用
す
る
自
立
語　

動
詞 

⑵



　

①

落
と
す 
イ

②

落
ち
る 

ア

③

飾
る 

イ

④

消
え
る 

ア

⑤

流
す 

イ

1
　

⑴
①　

上
一
段
活
用　

連
用
形

②　

下
一
段
活
用　

連
用
形

③　

五
段
活
用　
　

連
体
形

⑵
①　

ア　
　

②　

ア　
　

③　

イ

⑶
ア　

話
せ

イ　

き

4
　

①

買
え
る

②

働
け
る

③

×
④

遊
べ
る

2

　
　

自
動
詞
は
、
主
語
自
身
の
動
作
、
作
用
を
表
し
、
他

動
詞
は
、
主
語
と
は
別
の
も
の
に
働
き
か
け
る
動
作
、

作
用
を
表
す
。
他
動
詞
は
「
〜
を
」
と
い
う
、
対
象
を

示
す
語
を
伴
う
。

①　
「
ハ
ン
カ
チ
を
」
が
動
作
の
対
象
に
な
る
。

②
・
④　

動
作
の
対
象
を
示
す
語
が
な
い
。

③　
「
花
を
」
が
動
作
の
対
象
に
な
る
。

⑤　
「
音
楽
を
」
が
動
作
の
対
象
に
な
る
。

1
　
　

可
能
動
詞
は
、
可
能
の
意
味
を
表
す
動
詞
で
あ
る
。

五
段
活
用
の
動
詞
だ
け
が
可
能
動
詞
に
な
る
。
可
能
動

詞
は
す
べ
て
下
一
段
活
用
で
あ
る
。

2
　
　

補
助
動
詞
は
「
〜
て
（
で
）」
に
続
く
形
で
、
す
ぐ

前
の
文
節
を
補
助
す
る
動
詞
で
あ
る
。
補
助
動
詞
は
、

本
来
の
意
味
が
う
す
れ
て
用
い
ら
れ
る
。「
食
べ
て
み

る
」「
結
び
つ
い
て
い
る
」「
変
わ
っ
て
く
る
」

3
　

⑴ 

① 　
「
過
ぎ
ナ
イ
」（
未
然
形
イ
段
）
↓
上
一
段
活
用
。

「
た
」
に
続
く
の
で
連
用
形
。

② 　
「
増
え
ナ
イ
」（
未
然
形
エ
段
）
↓
下
一
段
活
用
。

「
て
」
に
続
く
の
で
連
用
形
。

③ 　
「
知
ら
ナ
イ
」（
未
然
形
ア
段
）
↓
五
段
活
用
。

体
言
に
続
く
の
で
連
体
形
。

⑵
①
・
②　

動
作
の
対
象
を
示
す
語
が
な
い
。

③　
「
楽
し
さ
を
」
が
動
作
の
対
象
を
示
す
。

⑶
ア 　
「
話
せ
る
」
は
「
話
す
こ
と
が
で
き
る
」
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

イ 　
「
充
実
し
て
き
た
」
の
「
き
た
」
が
、「
〜
て
」

に
続
く
形
で
、
す
ぐ
前
の
文
節
を
補
助
し
て
い
る
。

「
き
（
補
助
動
詞
）
＋
た
（
助
動
詞
）」
と
な
る
。

4

　
　

み
る　

い
る　

く
る

3 解 

答

解 

説
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詞 

⑵
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